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衆
議
院
小
選
挙
区
の
定
数
配
分
と
区
割
り
の
合
憲
単
一
衆
議
院
議

員
千
葉
六
区
小
選
挙
区
定
数
配
分
訴
訟

東
京
高
裁
平
成
九
年
一
一
月
一
七
日
民
一
部
判
決
、
選
挙
無
効
請

求
事
件
、
平
成
八
年
（
行
ケ
）
二
四
五
号
、
棄
却
（
確
定
）
、
判
例
時

報
一
六
二
五
号
一
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
　
　
　
　
　
透

【
事
実
の
概
要
】

　
平
成
六
年
に
公
職
選
挙
法
（
以
下
「
公
選
法
」
）
が
改
正
、
衆
議

院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
（
以
下
「
設
置
法
」
）
が
成

立
・
改
正
さ
れ
、
従
来
中
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
て
い
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
と
い
う
新
た
な
制
度
の
下

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
八
年
一
〇
月
二
〇
日
、
こ
の

新
制
度
の
下
で
最
初
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
（
以

下
「
本
件
選
挙
」
）
、
こ
の
選
挙
に
関
し
て
千
葉
県
第
六
区
の
住
民
が

千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
被
告
と
し
て
、
①
設
置
法
三
条
二
項
は
、

予
め
四
七
都
道
府
県
に
定
数
一
を
配
分
す
る
こ
と
で
人
口
過
疎
地
域

に
人
口
に
比
例
す
る
以
上
に
手
厚
く
議
員
数
を
配
分
し
、
そ
の
結
果
、

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
を
法
律
上
、
意
図
的
に
「
地
域
代
表
」

ま
た
は
「
部
分
代
表
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
一

三
条
及
び
四
三
条
一
項
に
違
反
す
る
、
②
人
口
比
例
主
義
に
基
づ
く

設
置
法
三
条
一
項
と
「
地
域
代
表
」
と
い
う
思
想
に
立
つ
同
条
二
項

は
そ
も
そ
も
整
合
性
を
欠
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
及
び
公
選
法
別
表
第

一
は
、
議
員
と
選
挙
区
住
民
と
の
間
の
代
表
・
被
代
表
の
平
等
な
関

係
を
選
挙
区
間
を
通
じ
て
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
憲
法
＝
二
条
及
び

一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
、
と
し
て
本
件
選
挙
の
う
ち
千
葉
県
第
六

区
の
選
挙
の
無
効
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

【
判
旨
】
　
請
求
棄
却

一
　
設
置
法
三
条
二
項
が
憲
法
＝
二
条
及
び
四
三
条
一
項
に
違
反
す

る
と
い
う
点

　
設
置
法
三
条
は
審
議
会
が
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区

の
改
定
案
を
作
成
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち

一
項
は
各
選
挙
区
の
人
口
の
最
大
較
差
が
一
対
二
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
二
項
は
各
都
道
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府
県
に
一
、
選
挙
区
を
配
分
し
（
残
り
を
人
口
数
に
配
分
す
る
と
い
う

方
法
に
依
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

「
原
告
は
同
法
案
の
国
会
審
議
過
程
に
お
け
る
過
疎
地
域
へ
の
配
慮

を
い
う
細
川
総
理
大
臣
及
び
佐
藤
自
治
大
臣
の
発
言
を
鑑
み
る
に
、

設
置
法
三
条
二
項
は
憲
法
＝
二
条
及
び
四
三
条
一
項
の
趣
旨
に
適
合

し
な
い
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
閣
僚
の
答
弁
は
人
口
の
少
な

い
県
選
出
，
の
議
員
が
少
な
く
な
る
と
い
う
「
意
見
や
懸
念
に
配
慮
し

た
政
治
的
発
言
で
あ
っ
て
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
法
的
性
格
に
つ

い
て
言
及
す
る
趣
旨
の
も
の
と
は
認
め
が
た
い
」
。

　
「
か
え
っ
て
、
新
制
度
の
下
に
お
け
る
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
全

国
民
の
代
表
者
と
し
て
の
性
格
に
は
、
従
前
と
変
化
が
な
い
と
み
る

べ
き
で
あ
る
」
。
け
だ
し
、
「
公
選
法
等
改
正
の
経
過
か
ら
客
観
的
に

推
認
さ
れ
る
立
法
者
の
意
思
は
、
も
っ
ぱ
ら
衆
議
院
議
員
選
挙
の
単

位
及
び
方
法
を
改
め
る
こ
と
に
あ
り
、
衆
議
院
議
員
の
国
民
代
表
た

る
性
格
を
改
め
る
こ
と
ま
で
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
べ

き
だ
か
ら
で
あ
る
」
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
、
設
置
法
が
小
選
挙
区
選
挙
の
選
挙
区
を
都
道
府

県
を
基
準
と
し
て
定
め
る
と
し
、
そ
の
配
分
に
は
ま
ず
各
界
道
府
県

に
一
の
選
挙
区
を
配
分
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
従
前
の
中
選
挙
区

制
で
選
挙
区
区
域
の
基
準
と
さ
れ
た
都
道
府
県
を
、
新
制
度
に
お
い

て
も
制
度
的
な
安
定
の
た
め
に
そ
の
基
準
を
承
継
す
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
衆
議
院
議
員
の
選
挙
区
の
設
定

に
お
い
て
都
道
府
県
の
区
域
が
こ
の
よ
う
な
重
き
を
成
し
て
い
る
の

は
、
都
道
府
県
が
、
地
縁
・
血
縁
等
に
由
来
す
る
住
民
の
帰
属
意
識

に
支
え
ら
れ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
組
織
と
し
て
、
歴
史
に
お
い
て
も
、

国
民
が
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
活
動
を
営
ん
で
い
く
上
で
の

基
本
単
位
で
あ
っ
た
し
、
現
代
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
全
体
の
社
会

の
仕
組
み
が
、
一
極
集
中
を
廃
し
て
多
極
分
散
型
の
国
土
形
成
に
向

け
て
変
化
し
て
い
る
中
で
、
新
た
な
観
点
か
ら
そ
の
組
織
単
位
と
し

て
の
機
能
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
都
道
府
県
は
、
国
政
に
携
わ
る
議
員
の
選
挙
制
度
に
関

し
て
は
、
過
去
に
も
、
ま
た
現
在
に
お
い
て
も
、
そ
の
選
出
の
最
も

普
遍
的
な
基
盤
と
い
う
政
治
的
意
味
を
有
す
る
団
体
と
し
て
機
能
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
設
置
法
三
条
二
項
の
規
定
の
趣
旨
は
、
こ
の
よ

う
な
都
道
府
県
の
機
能
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
を
新
制
度
の
下
に
お
け

る
議
員
選
出
の
基
盤
と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
に
あ
り
、
そ
の
選
出

さ
れ
た
議
員
の
国
民
代
表
た
る
性
格
を
失
わ
せ
る
ま
で
の
意
味
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
。

　
な
お
、
付
言
す
る
に
、
選
挙
制
度
に
お
い
て
「
選
挙
区
や
議
員
定

数
の
配
分
等
が
特
定
の
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
又
は
個
人
に
の
み

有
利
に
作
用
す
る
よ
う
な
恣
意
的
な
定
め
が
さ
れ
」
、
こ
れ
が
政
党

要
件
の
規
制
等
と
相
侯
っ
て
、
「
一
党
独
裁
の
弊
を
招
く
虞
が
客
観
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的
に
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
個
人
の
尊
重
・
公
共

の
福
祉
の
理
念
に
照
ら
し
て
、
同
法
に
抵
触
す
る
疑
い
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
」
が
、
本
件
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
疑
点
は
認

め
ら
れ
な
い
。

二
　
設
置
法
三
条
一
項
及
び
二
項
並
び
に
公
選
法
別
表
第
一
が
憲
法

＝
二
条
及
び
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
い
う
点

　
原
告
は
、
設
置
法
・
公
選
法
別
表
第
一
は
議
員
と
選
挙
区
住
民
と

の
間
の
代
表
・
被
代
表
の
平
等
な
関
係
（
「
投
票
価
値
の
平
等
」
と
は

異
な
る
。
）
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
「
各
選
挙
区

の
人
口
的
要
素
を
基
準
と
し
て
選
挙
制
度
の
違
憲
・
無
効
を
主
張
す

る
点
に
お
い
て
は
」
、
従
前
の
「
投
票
価
値
の
平
等
」
と
基
盤
を
同

じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
「
投
票
価

値
」
の
問
題
に
つ
い
て
基
本
的
な
判
断
枠
組
み
を
提
示
し
た
。
憲
法

一
四
条
・
一
項
の
規
定
は
投
票
価
値
の
平
等
（
議
員
の
選
出
に
お
け
る

各
選
挙
人
の
有
す
る
影
響
力
の
平
等
）
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
と
同
時
に
、
憲
法
は
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
に
関
す
る
制
度
の

仕
組
み
の
具
体
的
決
定
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
国
会
の
裁
量
に
ゆ
だ

ね
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
投
票
価
値
の
平
等
は
、
憲
法
上
、
右

選
挙
制
度
の
決
定
の
た
め
の
唯
一
、
絶
対
め
基
準
と
な
る
の
で
は
な

図
、
原
則
と
し
て
、
国
会
が
正
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の

政
策
目
的
な
い
し
理
由
と
の
関
連
に
お
い
て
調
和
的
に
実
現
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
」
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
国
会
の
制
定
し
た
選
挙
制
度
の

仕
組
み
が
投
票
価
値
の
平
等
の
要
求
に
反
し
な
い
か
否
か
は
、
選
挙

制
度
の
仕
組
み
の
下
で
の
「
不
平
等
が
国
会
の
裁
量
権
の
行
使
と
し

て
合
理
性
を
是
認
す
る
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
。
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
新
制
度

の
下
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
。

　
「
設
置
法
三
条
一
項
は
、
新
制
度
の
下
に
お
け
る
最
大
較
差
（
人

口
）
を
『
一
対
二
以
内
』
と
す
る
基
本
思
想
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

こ
の
『
一
対
二
以
内
』
と
い
う
較
差
は
、
人
口
比
例
主
義
を
唯
一
・

絶
対
の
原
則
と
す
る
制
度
の
下
に
お
い
て
も
、
・
各
選
挙
区
間
に
お
い

て
完
全
な
『
一
対
一
比
率
』
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
種
々
の
制
約
が

あ
っ
て
通
常
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
一
人
一
票

と
い
う
原
則
を
実
質
的
に
維
持
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
投
票

価
値
の
不
平
等
に
対
す
る
許
容
限
度
と
し
て
現
実
的
か
つ
明
確
な
基

準
と
い
え
よ
う
」
。
ま
し
て
、
国
会
は
両
議
院
議
員
選
挙
制
度
の
仕

組
み
を
決
定
す
る
に
は
「
他
の
政
策
目
的
な
い
し
理
由
を
も
斜
蔑
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
立
場
を
採
る
な
ら
ば
、
設
置
法
三
条
一
項

の
『
一
対
二
以
内
』
と
い
う
思
想
は
、
優
に
憲
法
の
選
挙
権
の
平
等

の
要
求
に
応
え
る
も
の
」
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
コ
対
二
以
内
」
の
思
想
は
、
制
度
の
基
本
に
す
ぎ

ず
、
「
具
体
的
に
は
行
政
区
画
、
地
勢
、
交
通
な
ど
の
諸
事
情
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
」
、
現
に
公
選
法
別

表
第
一
の
下
で
の
最
大
較
差
は
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

（
確
定
値
）
を
基
準
と
す
れ
ば
一
対
二
・
＝
二
七
、
平
成
七
年
の
国
勢

調
査
の
結
果
（
確
定
値
）
を
基
準
と
す
れ
ば
一
対
二
・
三
〇
九
で
あ

り
、
人
口
が
最
少
の
選
挙
区
と
の
人
口
の
較
差
が
二
倍
を
越
え
る
選

挙
区
の
数
は
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
を
基
準
と
す
れ
ば
二
八
、
平
成

七
年
の
同
調
査
を
基
準
と
す
れ
ば
六
〇
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
選

挙
区
間
の
較
差
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
設
置
法
三
条
二
項

が
選
挙
区
設
定
の
際
に
、
ま
ず
各
都
道
府
県
に
一
を
配
分
し
、
残
余

を
人
口
数
に
比
例
し
て
配
分
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
設
置
法
三
条
二
項
が
同
条
一
項
の
趣
旨
を
阻
害
し
、

ひ
い
て
は
新
制
度
の
定
数
配
分
規
定
全
体
が
違
憲
・
無
効
で
あ
る
か

否
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
一
）
　
設
置
法
三
条
二
項
の
定
数
配
分
方
法
は
「
わ
が
国
社
会
に

お
け
る
都
道
府
県
と
い
う
行
政
組
織
の
重
み
」
の
結
果
で
あ
り
、

「
そ
の
よ
う
な
要
素
は
、
国
会
が
正
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
。

　
（
二
）
　
過
疎
地
域
に
属
す
る
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
の
問
に
、

人
口
の
少
な
い
県
へ
の
議
員
割
当
数
が
少
な
く
な
る
と
い
う
懸
念
が

存
在
し
、
国
会
審
議
過
程
に
お
け
る
閣
僚
の
発
言
は
「
そ
の
よ
う
な

懸
念
に
配
慮
す
る
政
治
的
意
味
合
い
も
帯
び
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
」
。
右
の
よ
う
な
定
数
配
分
規
定
は
「
右
基
準
自
体
の
最
大

較
差
に
及
ぼ
す
影
響
が
前
記
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
同
法
三
条
一
項

の
立
法
趣
旨
を
阻
害
す
る
に
は
至
ら
」
ず
、
「
国
会
が
考
慮
す
る
こ

と
が
で
き
る
政
治
的
要
素
と
認
む
べ
き
で
あ
る
」
。

　
（
三
）
　
新
制
度
の
導
入
は
、
衆
議
院
議
員
定
数
配
分
規
定
の
改
正

と
い
う
点
で
、
国
会
が
「
長
年
の
懸
案
に
正
面
か
ら
答
え
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
」
る
。
「
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、
選
挙
権
に
お
け

る
平
等
を
確
保
す
る
上
で
最
も
基
本
的
な
条
件
と
考
え
ら
れ
る
選
挙

区
間
の
人
口
比
率
を
重
視
し
、
最
大
較
差
欄
一
対
二
以
内
』
と
い
う

原
則
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
」
「
抜
本
的
な
改
正
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
。

　
「
以
上
の
よ
う
な
諸
般
の
事
情
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
新
制
度

の
下
に
お
け
る
衆
議
院
議
員
定
数
配
分
規
定
（
設
置
法
三
条
一
項
・

二
項
、
公
選
法
別
表
第
一
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
）
は
、

選
挙
区
間
の
最
大
較
差
（
人
口
）
が
，
『
一
対
二
以
内
』
で
あ
る
こ
と

を
基
本
に
据
え
た
点
に
お
い
て
十
分
な
合
理
性
を
有
す
る
も
の
と
評

価
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
現
実
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
右
の
原
則

が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
う
ら
み
は
存
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
、

憲
法
の
選
挙
権
平
等
の
要
求
に
違
反
す
る
程
度
に
は
至
っ
て
い
な
い
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も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
。

　
よ
っ
て
、
原
告
の
本
件
請
求
を
棄
却
す
る
。

【
検
討
】

一
　
本
判
決
は
、
一
九
九
四
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
（
以
下
「
新
制
度
」
）
と
い
う
新

た
な
制
度
の
も
と
で
、
初
め
て
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

効
力
に
関
す
る
最
初
の
高
裁
判
決
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
の
中
選
挙

区
制
に
よ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
効
力
を
争
う
訴
訟
で
は
、
公
選

法
上
の
定
数
配
分
規
定
と
投
票
価
値
の
平
等
・
｝
票
の
格
差
の
問
題

が
主
た
る
論
点
で
あ
っ
た
。
本
件
に
関
し
て
は
、
設
置
法
三
条
二
項

と
憲
法
四
三
条
一
項
に
い
う
「
国
民
代
表
」
と
の
関
係
が
問
題
と
さ

れ
（
二
で
検
討
）
、
ま
た
従
来
、
公
選
法
を
も
と
に
争
わ
れ
て
き
た

定
数
配
分
是
正
訴
訟
と
は
異
な
り
、
新
し
く
成
立
し
た
設
置
法
に
よ

る
定
数
配
分
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
（
三
・
四
で
検
討
）
。

二
　
設
置
法
三
条
二
項
と
憲
法
四
三
条
一
項
に
い
う
「
国
民
代
表
」

と
の
関
係

　
（
一
）
　
新
制
度
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
議
員
の
「
国
民
代
表
」
た
る

性
格
に
関
し
て
検
討
す
る
。
憲
法
四
三
条
に
い
う
「
代
表
」
に
は
、

「
禁
止
的
規
範
意
味
」
と
「
積
極
的
規
範
意
味
」
の
両
側
面
に
よ
る

考
察
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
は
「
議
員
は
、
そ

の
選
挙
区
の
有
権
者
だ
け
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
命
令
委
任
の
禁
止
が
「
代
表
」
の
核
心

的
内
容
で
あ
り
、
，
後
者
は
「
半
代
表
」
と
表
さ
れ
る
も
の
で
「
国
民

全
体
の
う
ち
に
現
に
有
す
る
各
種
の
政
治
的
意
見
な
い
し
傾
向
の
少

な
く
と
も
支
配
的
な
も
の
が
、
議
会
で
の
議
員
の
行
動
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
体
的
に
主
張
さ
れ
る
最
大
限
の
公
算
が
存
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。

　
最
高
裁
は
憲
法
四
三
条
一
項
に
い
う
「
国
民
代
表
」
の
性
格
に
つ

い
て
、
参
議
院
議
員
の
定
数
不
均
衡
訴
訟
判
決
の
中
で
、
「
国
民
代

表
」
と
は
「
本
来
的
に
は
、
両
議
院
の
議
員
は
、
そ
の
選
出
方
法
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の
階
級
、
党
派
、

地
域
住
民
な
ど
一
部
の
国
民
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
全
国
民
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
選
挙
人
の
指
図
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な

く
独
立
し
て
全
国
民
の
た
め
に
行
動
す
べ
き
使
命
を
有
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
こ
と
を
意
味
」
す
る
と
し
て
、
「
代
表
」
に
は
「
禁
止
的
規
範

意
味
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
前
の
中
選
挙
区
制
度
の
下

で
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
効
力
が
争
わ
れ
た
定
数
不
均

衡
訴
訟
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
選
挙
区
割
り
と
定
数
配
分
の
決
定

に
つ
い
て
非
人
口
的
要
素
を
も
考
慮
す
る
こ
と
を
示
す
文
脈
で
、
選

挙
制
度
に
「
国
民
の
利
害
や
意
見
を
公
正
か
つ
効
果
的
に
国
政
に
反

映
さ
せ
る
」
目
的
が
あ
る
と
か
、
「
（
中
選
挙
区
制
度
の
採
用
は
）
候
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補
者
と
地
域
住
民
と
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
し
、
ま
た
、
原
則
と
し

て
選
挙
人
の
多
数
の
意
思
の
反
映
を
確
保
し
な
が
ら
、
少
数
者
の
意

思
を
代
表
す
る
議
員
の
選
出
を
も
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
」
な

　
ヨ
　

ど
、
「
代
表
」
の
「
積
極
的
規
範
意
味
」
的
側
面
に
言
及
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
最
高
裁
は
「
代
表
」
に
つ
い
て
そ
の
「
禁
止
的
規
範
意

味
」
を
承
認
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
「
積
極
的
規
範
意
味
し
的
側

面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
を
、
法
律
上
、

意
図
的
に
「
地
域
代
表
」
ま
た
は
「
部
分
代
表
」
と
し
て
性
格
付
け

る
設
置
法
三
条
二
項
は
、
全
国
民
代
表
原
理
を
定
め
た
憲
法
四
三
条

一
項
に
反
す
る
と
主
張
す
る
つ
ま
た
被
告
は
四
三
条
一
項
の
趣
旨
は

「
議
員
が
選
出
さ
れ
た
選
挙
区
の
選
挙
民
の
意
思
を
代
弁
す
べ
き
法

的
責
務
を
課
さ
れ
」
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
設
置
法
三

条
二
項
は
「
議
員
が
当
該
選
挙
区
の
指
示
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
」
の
で
憲
法
四
三
条
一
項
に
反

し
な
い
と
主
張
す
る
。
両
者
の
い
う
「
地
域
（
の
）
代
表
」
観
に
は

差
異
が
あ
る
も
の
の
、
「
代
表
」
の
「
禁
止
的
規
範
意
味
」
か
ら
論

を
構
築
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
原
告
は
「
代
表
」

の
「
禁
止
的
規
範
意
味
」
の
核
心
で
あ
る
拘
束
委
任
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
ら
ず
、
主
張
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
確
で
あ
る
）
。
こ
の
点
に

つ
き
、
豊
野
は
当
事
者
が
問
題
と
す
る
「
地
域
代
表
」
や
「
部
分
代

表
」
の
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
当
事
者
の
論
点
と
す

る
「
代
表
し
の
「
禁
止
的
規
範
意
味
」
の
側
面
に
つ
い
て
何
も
言
及

し
な
軍

　
設
置
法
三
条
二
項
が
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
を
法
律
上
「
地

域
代
表
」
ま
た
は
「
部
分
代
表
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、
判
旨
は
、
過
疎
地
域
へ
の
政

治
的
配
慮
を
言
う
閣
僚
の
発
言
を
政
治
的
発
言
と
断
じ
、
立
法
者
の

意
思
は
「
衆
議
院
議
員
選
挙
の
単
位
及
び
方
法
を
改
め
る
こ
と
に
あ

り
、
衆
議
院
議
員
の
国
民
代
表
た
る
性
格
を
改
め
る
こ
と
」
で
は
な

い
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
区
割
り
や
定
数
不
均
衡
の
判

断
に
際
し
て
は
、
人
口
的
要
素
を
基
礎
に
置
く
以
上
、
「
過
疎
地
域

へ
の
政
治
的
配
慮
」
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
四
（
二
）
で
検
討
す
る
）

が
「
代
表
」
の
「
積
極
的
規
範
意
味
」
の
側
面
と
し
て
理
解
さ
れ
う

る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
れ
が
「
代
表
」
の
「
禁
止
的
規
範
意
味
」

の
側
面
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
視
点
は
な
い
。

　
ま
た
、
本
件
で
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
代
表
」
の
「
積

極
的
規
範
意
味
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
実
在
す
る
民
意
が
議
会
に

適
正
に
反
映
さ
れ
る
選
挙
制
度
の
選
択
」
を
要
請
す
る
こ
と
で
あ
る

と
解
し
、
こ
の
要
請
か
ら
「
民
意
の
反
映
を
歪
め
る
選
挙
制
度
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

憲
法
四
三
条
違
反
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
と
い
え
る
か
否
か
は
、
検

討
を
要
す
る
事
項
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
学
説
に
は
、
憲
法
四
三
条
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一
項
は
得
票
率
と
議
席
率
の
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
も
た
ら
す
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

挙
区
制
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
死
票
の
多
い
小
選
挙
区
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
並
立
制
を
違
憲
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
憲

法
四
三
条
の
い
う
「
国
民
代
表
」
の
規
範
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　
裁
判
所
は
「
国
民
代
表
」
の
規
範
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
点
は
本
判
決

で
十
分
野
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
依
然
、
問
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
も
っ
と
も
、
書
論
で
、
選
挙
制
度
に
お
い
て
「
選
挙
区
や

議
員
定
数
の
配
分
等
が
特
定
の
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
又
は
個
人

に
の
み
有
利
に
作
用
さ
れ
る
よ
う
な
恣
意
的
な
定
め
が
さ
れ
」
、
こ

れ
が
政
党
要
件
の
規
制
等
と
相
侯
っ
て
、
「
一
党
独
裁
の
弊
を
招
く

虞
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
と
き
は
」
、
憲
法
に
抵
触
す
る
疑
い
が

生
じ
う
る
、
と
い
う
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
憲
法
に
抵
触
す

る
基
準
（
抽
象
的
で
は
あ
る
が
）
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に

　
　
　
　
　

値
す
る
。

三
　
「
投
票
価
値
の
平
等
」
に
つ
い
て

　
（
一
）
　
「
投
票
価
値
の
平
等
」
と
定
数
配
分
規
定
の
関
係
を
考
察

す
る
。
従
来
と
異
な
り
、
新
制
度
で
は
設
置
法
が
制
定
さ
れ
、
同
法

三
条
に
よ
り
選
挙
区
改
定
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

従
来
の
よ
う
に
公
選
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
定
数
配
分
規
定
が
憲
法

に
適
合
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
設
置
法
に
よ
る

定
数
配
分
が
問
題
と
な
る
。
論
理
的
に
は
、
①
設
置
法
三
条
の
憲
法

適
合
性
、
②
公
選
法
定
数
配
分
規
定
と
設
置
法
の
関
係
、
③
公
選
法

の
同
規
定
の
憲
法
適
合
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
の
点
、
判
旨
は
ま
ず
、
基
準
を
論
ず
る
前
提
の
検
討
を
し
た
う

え
で
（
（
二
）
・
（
三
）
で
検
討
）
、
①
の
う
ち
一
項
前
段
の
憲
法
適
合

性
を
検
討
を
す
る
（
（
四
）
で
検
討
）
。
そ
し
て
②
に
つ
い
て
「
衆
議

院
議
員
定
数
配
分
規
定
」
を
「
設
置
法
三
条
一
項
・
二
項
、
公
選
法

別
表
第
一
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
」
と
括
弧
書
き
で
示
し
、

設
置
法
三
条
二
項
が
同
法
三
条
一
項
の
趣
旨
を
阻
害
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
形
で
①
及
び
③
を
検
討
し
て
い
る
（
四
で
検
討
）
。

　
（
二
）
　
「
投
票
価
値
の
平
等
」
の
意
義
に
つ
き
検
討
を
加
え
る
。

学
説
で
は
、
「
投
票
価
値
の
平
等
」
と
は
「
個
々
の
投
票
の
選
挙
に

対
す
る
影
響
の
平
等
（
投
票
の
力
の
平
等
）
」
と
「
各
選
挙
に
お
け

る
選
挙
人
の
意
思
の
議
会
へ
の
比
例
的
代
表
（
代
表
の
平
等
）
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
二
つ
の
要
請
を
含
む
と
解
す
る
が
、
従
来
の
定
数
不
均
衡
訴
訟

に
お
い
て
最
高
裁
は
、
「
投
票
価
値
の
平
等
」
を
前
者
の
「
投
票
の

力
の
平
等
」
の
意
に
解
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
判
旨
は
「
投
票
価
値
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の
平
等
」
を
最
高
裁
と
同
様
の
意
に
解
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
「
投
票
価
値
の
平
等
」
と
は
異

な
る
問
題
と
し
て
、
設
置
法
・
公
選
法
別
表
第
一
は
「
議
員
と
選
挙

区
住
民
と
の
問
の
代
表
・
被
代
表
の
平
等
な
関
係
…
を
選
挙
区
間
を

通
じ
て
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
以
下
、
「
代
表
・
被
代
表
の
平

等
」
）
と
主
張
し
た
。
確
か
に
、
「
投
票
価
値
の
平
等
」
は
較
差
を
考

え
る
う
え
で
「
選
挙
人
」
を
も
と
に
考
え
る
の
に
対
し
、
「
代
表
・
被

代
表
の
平
等
」
は
「
人
口
し
を
も
と
に
考
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
で
違
い
は
あ
り
、
主
権
論
や
代
表
論
の
理
解
に
差
異
が
生
ず
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
鳥
撃
の
い
う
よ
う
に
「
各
選
挙
区
の
人
口
的

要
素
を
基
準
と
し
て
選
挙
制
度
の
違
憲
・
無
効
を
主
張
す
る
点
に
お

い
て
は
基
盤
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
」
か
ら
、
議
員
定
数
の
不

均
衡
訴
訟
で
問
題
と
な
る
平
等
に
つ
い
て
「
代
表
・
被
代
表
の
平
等
」

と
「
投
票
価
値
の
平
等
」
の
区
別
を
認
め
な
い
こ
と
は
必
ず
し
も
不

当
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
　
本
判
決
は
従
来
中
選
挙
区
制
度
の
も
と
で
提
示
さ
れ
た
判

　
　
　
　
　
ぬ
　

断
枠
組
み
が
、
新
制
度
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
認
諾
は
、
新
制
度
の
も
と
に
お
い
て
も
投
票
価

値
の
平
等
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
し

か
し
な
が
ら
そ
れ
が
立
法
裁
量
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
限
り
譲
歩

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
三
面
は
積
極
的
理
由
を
特
に
示
す

こ
と
な
く
、
中
選
挙
区
下
で
妥
当
し
た
判
断
枠
組
み
を
新
制
度
下
で

も
妥
当
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
判
断
枠
組
み
自

体
の
当
否
は
と
も
か
く
、
同
様
の
判
断
枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
自
体

に
つ
い
て
は
、
「
投
票
価
値
の
平
等
」
の
問
題
を
考
え
る
の
に
必
要

で
あ
る
、
平
等
の
要
請
に
よ
る
「
人
口
的
要
素
」
と
立
法
機
関
が
斜

賢
し
う
る
「
非
人
口
的
要
素
」
と
の
調
和
と
い
う
点
か
ら
問
題
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
四
）
　
憲
法
が
承
認
し
う
る
最
大
較
差
の
限
度
に
関
す
る
問
題
で

あ
る
が
、
学
説
で
は
、
多
数
説
で
あ
る
原
則
と
し
て
一
対
二
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

る
較
差
を
違
憲
と
す
る
説
、
一
対
二
を
越
え
る
場
合
に
は
挙
証
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

が
被
告
側
に
転
換
す
る
と
考
え
る
説
、
原
則
一
対
一
で
あ
り
、
一
対

二
以
内
で
も
非
人
口
的
要
素
に
つ
い
て
の
特
別
の
正
当
化
理
由
が
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

証
さ
れ
な
い
限
り
、
違
憲
問
題
が
生
じ
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。

一
対
二
以
上
の
較
差
は
一
人
一
票
の
原
則
を
破
る
こ
と
と
同
じ
結
果

を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
非
人
口
的
要
素
を
韻
賞
す
る
と
し
て
も
原

則
と
し
て
一
対
二
以
上
の
較
差
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。　

最
高
裁
判
所
は
、
従
来
の
定
数
不
均
衡
訴
訟
に
お
い
て
、
合
憲
性

判
断
基
準
を
数
値
を
も
っ
て
示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
昭
和
五
一
年
判

決
は
最
大
較
差
が
一
対
四
・
九
九
、
昭
和
五
八
年
判
決
は
一
対
三
・

九
四
、
昭
和
六
〇
年
判
決
は
一
対
四
・
四
〇
で
違
憲
状
態
に
あ
っ
た
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と
し
、
昭
和
六
三
年
判
決
は
最
大
較
差
一
対
二
・
九
二
を
違
憲
状
態

で
は
な
い
と
し
、
平
成
五
年
判
決
は
最
大
較
差
一
対
三
・
一
八
を
違

憲
状
態
、
平
成
七
年
判
決
は
最
大
較
差
一
対
二
・
八
二
を
違
憲
状
態

に
は
な
か
っ
た
と
判
示
し
て
い
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、

従
来
の
最
高
裁
の
合
憲
性
判
断
基
準
は
一
対
三
を
目
安
に
し
て
い
る

と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
他
の
要
素
を
も
勘
案
し
て
合
理
性
の
有
無

を
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
一
定
の
数
値
基
準
を
形
式

的
に
当
て
は
め
て
結
論
を
導
く
考
え
方
は
採
っ
て
い
な
い
も
の
と
理

　
　
　
　
　
　
　
け
　

解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
設
置
法
三
条
一
項
が
最
大
較
差
（
人
口
）
を
「
一
対
二

以
内
」
と
し
て
い
る
こ
と
の
合
理
性
を
検
討
す
る
。
聖
旨
は
、
同
項

規
定
の
数
値
は
完
全
な
コ
対
一
比
率
」
の
実
現
は
通
常
不
可
能
で

あ
る
ゆ
え
に
「
投
票
価
値
の
不
平
等
に
対
す
る
許
容
限
度
と
し
て
現

実
的
か
つ
明
確
な
基
準
と
い
え
」
る
も
の
で
あ
り
、
国
会
が
選
挙
制

度
の
仕
組
み
を
策
定
す
る
に
際
し
て
は
、
「
人
口
比
例
主
義
」
の
他

に
「
他
の
政
策
目
的
な
い
し
理
由
」
を
も
斜
酌
し
う
る
と
し
て
、

「
憲
法
の
選
挙
権
の
平
等
の
要
求
に
応
え
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

設
置
法
三
条
一
項
は
学
説
で
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
一
対
二
と
い
う

基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
最
高
裁
の
い
う
投
票
価
値
の

平
等
の
要
請
と
国
会
が
裁
量
し
う
る
非
人
口
的
要
素
と
の
要
請
の
調

和
と
い
う
基
準
に
か
な
う
も
の
な
の
で
、
設
置
法
三
条
一
項
の
規
定

す
る
最
大
較
差
の
数
値
自
体
は
差
替
の
い
う
よ
う
に
妥
当
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
設
置
法
で
コ
対
二
以
内
」
と
い
う
数
的
基

準
が
規
定
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
も
、
選
挙
時
に
そ
れ
を
上
回
る
最

大
較
差
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
従
来
と
同
様
に
、
ど
の

程
度
の
較
差
ま
で
な
ら
憲
法
の
平
等
条
項
の
要
請
に
適
合
す
る
の
か

と
い
う
数
的
基
準
が
示
さ
れ
な
い
の
か
ど
う
か
、
・
ま
た
、
一
定
の
数

値
基
準
を
形
式
的
に
当
て
は
め
て
結
論
を
導
く
考
え
方
を
採
ら
な
い

と
考
え
る
の
か
ど
う
か
、
こ
の
点
最
高
裁
判
所
の
判
断
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
判
旨
は
コ
対
二
以
内
」
は
「
あ
く
ま
で
も
制
度

の
『
基
本
』
」
と
し
て
人
口
的
要
素
を
相
対
化
す
る
文
脈
を
続
け
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
の
四
で
検
討
す
る
。

四
　
「
諸
般
の
事
情
」
・
非
人
口
的
要
素
に
つ
い
て

　
国
会
の
裁
量
し
う
る
「
諸
般
の
事
情
」
・
非
人
口
的
要
素
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
従
来
、
最
高
裁
は
非
人
口
的
要
素
に
つ
き
、
「
政
治
に

お
け
る
安
定
」
「
過
疎
・
過
密
」
「
行
政
区
画
」
等
を
あ
げ
、
そ
れ
ら

の
要
素
に
合
理
性
が
あ
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
た
。
学
説
は
、
非
人
口

的
要
素
を
認
め
る
と
し
て
も
、
人
口
的
要
素
を
基
本
的
要
素
と
し
て

最
大
較
差
一
対
二
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の

が
、
多
数
で
あ
ろ
う
。
設
置
法
は
非
人
口
的
要
素
に
つ
き
、
「
行
政

区
画
」
「
地
勢
」
「
交
通
」
「
等
」
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
「
総
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合
的
に
考
慮
し
し
て
区
割
り
を
「
合
理
的
に
」
行
う
と
し
て
い
る
。

　
判
旨
は
、
非
人
口
的
要
素
に
よ
る
不
平
等
が
、
国
会
の
裁
量
権
の

行
使
と
し
て
合
理
性
を
是
認
す
る
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

検
討
を
、
設
置
法
三
条
二
項
が
同
法
三
条
一
項
を
阻
害
し
、
定
数
配

分
規
定
が
違
憲
・
無
効
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
同
視
す
る
。

こ
う
し
た
文
脈
で
判
事
が
考
慮
す
る
「
諸
般
の
事
情
」
と
は
以
下
の

①
な
い
し
③
で
あ
る
。
①
「
都
道
府
県
」
と
い
う
行
政
組
織
。
②
過

疎
地
域
へ
の
配
慮
な
ど
の
視
点
か
ら
「
人
口
の
少
な
い
県
に
対
し
て

定
数
配
分
上
配
慮
」
す
る
趣
旨
の
閣
僚
の
発
言
は
、
人
口
の
少
な
い

県
選
出
の
議
員
が
少
な
く
な
る
と
い
う
「
懸
念
に
配
慮
す
る
政
治
的

意
味
合
い
も
帯
び
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
。
③
新
制

度
の
導
入
は
抜
本
的
な
改
正
と
評
価
で
き
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
①
お

よ
び
②
を
検
討
す
る
。

　
（
一
）
①
の
都
道
府
県
と
い
う
行
政
区
画
を
選
挙
区
の
単
位
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
選
挙
区
割
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
と
し
て
、
ゲ

リ
マ
ン
ダ
ー
な
ど
の
恣
意
的
区
割
を
防
止
す
る
点
か
ら
考
慮
さ
れ
る

べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
必
要
な
こ
と
で
も
あ

る
」
こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
塾
主
め
い
う
都
道
府
県
を

選
挙
区
の
基
盤
と
す
る
こ
と
は
是
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ

の
場
合
で
も
、
「
区
割
り
」
と
「
定
数
配
分
し
と
は
異
な
る
次
元
の

問
題
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
定
数
配
分
の
際
は
、
行
政
区
画
と
い
う
要

素
を
考
慮
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
口
的
要
素
が

原
則
で
あ
る
以
上
慎
重
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
へ
お
　

言
う
ま
で
も
な
い
。
判
旨
は
、
都
道
府
県
と
い
う
行
政
区
画
を
「
議

員
選
出
の
基
盤
」
と
理
解
し
、
「
国
会
が
正
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
要
素
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
「
定
数
配
分
」

次
元
に
お
い
て
人
口
的
要
素
を
相
対
化
す
る
理
由
と
し
て
は
説
得
的

で
は
な
い
。

　
（
二
）
②
に
つ
い
て
、
判
旨
は
、
非
人
口
的
要
素
と
し
て
「
過
疎

地
域
へ
の
政
治
的
配
慮
ト
を
あ
げ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
「
過
疎
地
域
へ
の
政
治
的
配
慮
」
と
は
、
過
疎
地
域
の
声
を
国

政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
配
慮
の
事
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
国
会
が
斜
酌
し
う
る
非
人
口
的
要
素
の
な
か
に
過
疎
地
域

へ
の
積
極
的
配
慮
を
入
れ
う
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
「
学
説
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

較
差
の
許
容
限
度
内
で
の
肯
定
説
と
否
定
説
と
と
も
に
あ
る
。
仮
に

較
差
要
因
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
較
差
の
許
容
限

度
内
で
合
理
的
理
由
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
判
旨
は
「
過
疎
地
域
へ
の
政
治
的
配
慮
」
を
伴
う
当
該
定
数
配
分

規
定
は
人
口
比
例
主
義
の
観
点
か
ら
は
そ
の
合
理
性
に
疑
問
が
あ
る

と
し
つ
つ
も
、
国
会
が
選
挙
制
度
の
仕
組
み
を
設
定
す
る
際
に
「
過

疎
地
域
へ
の
政
治
的
配
慮
」
を
非
人
口
的
要
素
と
し
て
謬
酌
し
う
る

合
理
性
の
範
囲
内
に
あ
り
、
考
慮
す
べ
き
政
治
的
要
素
と
す
る
の
は
、
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最
大
較
差
が
平
成
二
年
、
同
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
基
準
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
対
二
・
＝
二
七
、
一
対
二
・
三
〇
九
に
と
ど
ま
り
、

設
置
法
三
条
一
項
の
コ
対
等
以
内
」
思
想
の
趣
旨
を
阻
害
し
な
い

こ
と
を
鑑
み
て
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
対
二
・
＝
二
七
、

一
対
二
・
三
〇
九
と
い
う
較
差
は
「
一
対
二
以
内
」
と
い
う
思
想
に

照
ら
し
て
容
認
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
理

由
の
み
で
非
人
口
的
要
素
を
合
理
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

憲
法
の
「
投
票
価
値
の
平
等
」
を
「
徹
底
し
た
人
格
平
等
の
原
則
」

を
基
礎
と
す
る
立
場
か
ら
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
（
三
）
　
詔
旨
は
、
非
人
口
的
要
素
を
斜
酌
す
る
う
え
で
「
合
理

性
」
の
有
無
で
判
断
す
る
こ
と
の
是
非
、
設
置
法
の
い
う
「
合
理

性
」
の
意
味
、
ど
の
程
度
の
配
慮
で
あ
れ
ば
立
法
裁
量
と
し
て
是
認

さ
れ
る
「
合
理
性
を
是
認
す
る
範
囲
内
」
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
が

裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は

こ
の
点
に
つ
き
明
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
較
差
要
因
と
さ
れ
る
都

道
府
県
の
区
域
の
重
要
性
と
「
過
疎
地
域
へ
の
政
治
的
配
慮
」
は

「
論
理
的
に
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
実
際
上
も
一
致
す
る
と
は
限
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
会

の
広
い
裁
量
と
さ
れ
て
い
る
。
，
こ
の
よ
う
に
、
判
旨
は
人
口
的
基
準

を
曖
昧
に
す
る
こ
と
で
非
人
口
的
要
素
を
人
口
的
要
素
と
同
じ
次
元

で
考
察
し
、
ま
た
非
人
口
的
要
素
と
較
差
と
の
関
係
を
合
理
性
の
有

無
で
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
国
会
の
広
い
裁
量
を
認
め

て
お
り
、
人
口
的
要
素
を
基
本
に
す
え
る
と
い
う
憲
法
の
趣
旨
に
適

合
的
な
論
旨
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
き
わ
め
て
疑
問
の
残
る
内
容

で
あ
る
。

五
　
本
判
決
は
、
従
来
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
効
力
を
争
う
訴
訟
と

異
な
り
、
設
置
法
の
規
定
と
憲
法
四
三
条
の
「
国
民
代
表
」
と
の
関

係
、
及
び
設
置
法
・
公
選
法
の
規
定
と
「
平
等
」
と
の
関
係
が
争
点

と
な
っ
た
。
本
判
決
の
意
義
は
、
従
来
の
中
選
挙
区
制
度
の
も
と
で

提
示
さ
れ
た
「
投
票
価
値
の
平
等
」
の
判
断
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
投

票
価
値
の
平
等
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
が
立
法
裁
量
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
限
り
譲

歩
さ
れ
る
と
す
る
枠
組
み
が
、
新
制
度
の
も
と
で
も
妥
当
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
の
論
旨
に
は
明
確
で

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
立
法
裁
量
の
合
理
性
を
詳
し
く
検
討
す

る
こ
と
な
く
、
最
大
較
差
が
一
対
二
を
越
え
る
場
合
に
合
憲
の
判
断

を
下
し
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
今
後
示
さ
れ
る
最
高
裁
の

判
断
を
注
視
し
た
い
。

六
　
な
お
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
と
い
う
新
制
度
の
も
と
で

行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
効
力
を
争
う
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
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判例研究

い
ま
だ
最
高
裁
に
よ
る
判
決
は
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
下
級
審
で
は

今
回
取
り
上
げ
た
判
決
の
他
に
も
東
京
高
工
・
平
成
九
年
一
〇
月
二

〇
日
（
三
時
一
六
三
七
号
二
〇
頁
）
、
東
京
高
判
・
平
成
九
年
一
二
月

一
五
日
（
判
タ
九
六
一
号
八
七
頁
）
、
東
京
高
判
・
平
成
一
〇
年
一
〇

月
九
日
目
判
時
一
六
八
一
号
六
二
頁
）
の
二
判
決
、
等
が
あ
る
。

　
ま
た
、
新
制
度
に
関
す
る
論
稿
も
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
で
新
制
度

の
問
題
点
が
多
岐
に
わ
た
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
判
決

で
問
題
と
な
っ
た
議
員
定
数
の
不
均
衡
や
設
置
法
と
「
国
民
代
表
」

と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
の
他
に
、
立
候
補
の
政
党
要
件
や
重
複
立

候
補
の
問
題
、
大
量
に
生
じ
う
る
死
票
の
問
題
、
衆
議
院
議
員
の
選

挙
制
度
と
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の
類
似
性
か
ら
生
じ
る
問
題
な

ど
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
の
問
題

点
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
結
ぶ
こ
と

に
す
る
。

（
1
）
　
樋
口
陽
一
『
憲
法
1
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
）
一
五
二

頁
以
下
。

（
2
）
　
例
え
ば
、
最
大
判
・
平
成
八
年
九
月
一
一
日
（
民
集
五
〇
巻
八

　
号
二
二
八
三
頁
）
で
は
、
こ
の
あ
と
「
参
議
院
（
選
挙
区
選
出
）
議

　
員
の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
事
実
上
都
道
府
県
代
表
的
な
意

義
な
い
し
機
能
を
有
す
る
要
素
を
加
味
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ

　
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
議
員
が
全
国
民
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
性
格

　
と
矛
盾
抵
触
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
し
て

参
議
院
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
文
脈
が
続
く
。

（
3
）
　
例
え
ば
、
最
大
判
・
昭
和
六
〇
年
七
月
一
七
日
（
民
集
三
九
巻

　
五
号
一
一
〇
〇
頁
）
、
ま
た
、
一
つ
目
の
引
用
箇
所
に
つ
き
、
最
大

判
・
平
成
五
年
一
月
二
〇
日
（
民
集
四
七
巻
一
号
六
七
頁
）
。

（
4
）
　
松
井
幸
夫
「
衆
議
院
小
選
挙
区
の
定
数
配
分
と
区
割
り
の
合
憲

性
」
法
学
教
室
二
二
二
号
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト
（
…
九
九
八
年
）

　
五
頁
。

（
5
）
　
藤
野
美
都
子
「
選
挙
制
度
改
革
と
『
政
治
改
革
』
」
全
国
憲
法

　
研
究
会
編
『
憲
法
問
題
3
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
二
年
）
四
七
頁
。

（
6
）
　
和
田
進
『
国
民
代
表
原
理
と
選
挙
制
度
』
（
法
律
文
化
社
、
一

　
九
九
五
年
）
一
五
二
頁
。

（
7
）
藤
野
・
前
掲
注
（
5
）
。

（
8
）
　
判
例
時
報
一
六
二
五
号
＝
二
頁
、
松
井
・
前
掲
注
（
4
）
。

（
9
）
　
芦
部
信
喜
『
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
展
開
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八

　
一
年
）
h
三
一
二
頁
、
和
田
・
前
掲
注
（
6
）
＝
二
八
頁
。

（
1
0
）
　
中
選
挙
区
制
度
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
「
投
票
価
値
」
の
問
題

　
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
基
本
的
な
基
準
を
提
示
し
て
き
た
（
最

　
大
判
・
昭
和
五
一
年
四
月
一
四
日
［
民
集
三
〇
三
三
号
二
二
三
頁
］
、

　
最
大
判
・
昭
和
五
八
年
＝
三
七
日
［
民
田
三
七
巻
九
号
＝
一
四
三

　
頁
］
、
最
大
判
・
昭
和
六
〇
年
七
月
一
七
日
、
二
元
・
昭
和
六
三
年
　

　
○
月
二
一
日
［
民
集
四
二
巻
八
号
六
四
四
頁
］
、
最
大
判
・
平
成
五
年

　
一
月
二
〇
日
、
最
判
・
平
成
七
年
六
月
八
日
n
民
集
四
九
巻
六
号
一
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四
四
三
頁
］
）
。

（
1
1
）
　
芦
部
・
前
掲
注
（
9
）
三
二
四
－
三
二
五
頁
。

（
1
2
）
　
高
橋
和
之
「
議
員
定
数
配
分
の
不
平
等
」
奥
平
康
弘
・
杉
原
泰

雄
『
憲
法
学
4
統
治
機
構
の
基
本
問
題
1
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
六

年
）
一
一
五
頁
。

（
1
3
）
　
辻
村
み
よ
子
『
「
権
利
」
と
し
て
の
選
挙
権
』
（
勤
草
書
房
、
一

　
九
八
九
年
目
三
一
－
三
二
頁
。

（
1
4
）
　
判
例
時
報
一
五
三
八
号
一
八
六
頁
。

（
1
5
）
　
和
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
七
六
頁
。

（
1
6
）
　
較
差
の
許
容
限
度
内
で
肯
定
す
る
説
と
し
て
、
芦
部
信
喜
『
憲

法
と
議
会
政
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
三
六
五
頁
以

下
。
否
定
説
と
し
て
、
杉
原
泰
雄
『
憲
法
H
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八

九
年
）
一
八
六
頁
。
な
お
、
本
判
決
の
「
過
疎
地
域
へ
の
政
治
的
配

慮
」
に
つ
い
て
、
勝
山
教
子
「
衆
議
院
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

選
挙
の
合
憲
性
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
＝
二
五
号
（
一
九
九
八
年
）
二
ニ

ー
二
三
頁
を
参
照
。

（
1
7
）
　
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
m
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
七
四
頁
。

（
1
8
）
　
松
井
・
前
掲
注
（
4
）
。

性
、
④
小
選
挙
区
選
挙
の
区
割
規
定
等
の
合
憲
性
・
投
票
価
値
の
平

等
の
問
題
、
⑤
候
補
者
届
出
政
党
の
選
挙
運
動
を
認
め
る
規
定
の
合

憲
性
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
合
憲
と
判
断
し
、
本
件
選
挙

を
有
効
と
し
た
（
な
お
五
人
の
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
が
あ
る
）
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
高
裁
判
決
で
は
、
右
の
論
点
の
う
ち
①
お
よ
び

④
の
論
点
の
み
が
問
題
と
な
っ
た
。
新
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

当
然
、
②
や
③
お
よ
び
⑤
の
論
点
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
決
の
検
討
を
も
併
せ
て
、
他
日
を
期
し
た

い
。

判例研究

（
追
記
）
　
脱
稿
後
、
本
件
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
大
法

廷
判
決
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
）
に
接
し
た
。
最
高
裁
は
、

こ
の
判
決
で
、
①
小
選
挙
区
制
の
合
憲
性
・
「
全
国
民
の
代
表
」
に
関

す
る
問
題
、
②
比
例
代
表
制
の
合
憲
性
、
③
重
複
立
候
補
制
の
合
憲
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